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研究成果の概要（和文）：本研究の知見は、必ずしも不登校児童生徒に対するインターネッ

トを用いた支援が簡単ではないことを示すものであった。たとえば、テキストベースのコ

ミュニケーションにおいて、送信者による自身の感情の伝達の操作など、複雑な感情方略

がみられた。つまり、インターネットを用いて実際の不登校児童生徒に対する支援を考え

たとき、様々なトラブルが予想される。また、地方自治体が不登校支援を行うためのシス

テムを導入する際の課題について検討を行った。これらの知見に関して国内外で発表した。 

 

研究成果の概要（英文）：The finding in the study showed that support that used the 
Internet to the truant child student was not necessarily easy. For instance, complex 
feelings plot to operate the transmission of own feelings by the sender was seen in text 
based communication. When thinking about support to an actual truant child student 
by using the Internet, various troubles are anticipated. Moreover, the problem when 
the local government introduced the system to support the truancy was examined. 
These findings were announced inside and outside Japan. 
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者は、電子メディアを使用した不
登校児童生徒支援に関する研究や、その基礎
的な研究として、コンピュータを介したコミ
ュニケーション（CMC）での感情面に関する
研究を行ってきた。本課題は、研究代表者の
これまでの研究の発展として、不登校児童生
徒と教室をインターネットでつなぐ e ラーニ
ング環境の構築に向けた基礎的な研究を行

う。 

不登校児童生徒が対象の電子メディア学
習環境では、一般の e ラーニングなどの学習
環境以上に、コミュニケーションが重要にな
る。すなわち、メンターやファシリテーター、
教員、相談員と児童生徒とのかかわり方、児
童生徒同士のかかわり方が重要と考えられ
る。 

コミュニケーションは、知識の構成の役割

機関番号：32652 

研究種目：若手研究（B) 

研究期間：2009 ～ 2010  

課題番号：21700827 

研究課題名（和文）不登校児童生徒と教室を結ぶ eラーニング環境の構築に向けた基礎研究   

                     

研究課題名（英文）Basic study for construction of e learning environment that connects  

truant child student with classroom 

研究代表者 

加藤 尚吾（KATO SHOGO） 

東京女子大学・現代教養学部・講師 

 研究者番号：80406735 

 



 

 

もあるが、それ以前に、情意面に影響を与え
る。したがって、一般の e ラーニングに関す
る研究で蓄積された教材、コンテンツを利用
するだけでなく、十分な感情面への支援を伴
って、はじめて学習の場となると考えられる。 

本課題の学習環境では、学習という活動の
中でコミュニケーションを支援するため、学
習活動がコミュニケーションの訓練にもな
る。一般に、不登校児童生徒はコミュニケー
ションが苦手であり、この改善も期待できる。 

 

２．研究の目的 

本研究課題は、現在教育現場を超えて社会
的な問題になっている不登校や引きこもり
を対象にしたコミュニケーション支援のた
めの基礎研究を行うものである。特に不登校
児童生徒への支援を最終目標としている。コ
ミュニケーション支援を通して、不登校児童
生徒にとっての「学校」に対する敷居を低く
し、彼らの学校、学習に対する関心を高める
ための eラーニング環境について、基礎研究
を行う。加えて、不登校児童生徒のための学
習環境の設計およびプロトタイプの開発と
評価を行い、不登校児童生徒と教室、教育セ
ンターの相談員をつなぐeラーニング環境構
築のための可能性と限界を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

（１）本研究課題に関する先行研究の調査を
行う。具体的には、CMC における感情面に関
する研究、インターネットによる不登校支援
に関する研究や実践、eラーニングに関する
研究や実践、運用に関する報告の調査を行う。 
なお、この調査には、研究代表者がこれまで
実施した研究知見を、不登校児童生徒へのコ
ミュニケーション支援の視点から、まとめ直
すことも含まれる。 

CMC における感情面に関する実験を行う。
具体的には、本課題で構築する eラーニング
システムを想定し、コミュニケーション支援
のより良い方法を探るための実験計画を立
てる。テキストコミュケーションに加えて、
非同期の動画によるコミュニケーションの
効果的な使用方法についてや教育現場の職
員に、インタビューや質問紙による調査を実
施することにより、プロトタイプシステムを
検討する。 
 
４．研究成果 

平成 21 年度においては、本研究課題に関
する詳細な調査を主に行った。研究代表者の
これまで明らかにしてきたインターネット
上でのコミュニケーションにおける感情的
な側面の特徴について、より詳細に、またよ
り多くの知見が得られた。この知見は、必ず
しも不登校児童生徒に対するインターネッ
トを用いた支援が簡単ではないことを示す

ものであった。たとえば、テキストベースの
コミュニケーションにおいて、送信者による
自身の感情の伝達の操作など、複雑な感情方
略がみられた。したがって、メディアの影響
という要因以外にも送信者の感情操作など
の要因も感情伝達に影響を与えることがわ
かった。つまり、インターネットを用いて実
際の不登校児童生徒に対する支援を考えた
とき、様々なトラブルが予想されることがわ
かった。これらについて、学会発表等を行っ
た。 

平成 22 年度においても引き続き、本研究
課題に関する詳細な調査を主に行った。研究
代表者の平成 21 年度以前で明らかにしてき
たインターネット上でのコミュニケーショ
ンにおける感情的な側面の特徴について、新
たな知見が得られた。すなわち、携帯メール
において、依頼や誘いをする際に、その断り
やすさについて分析した。人に対して何らか
の依頼や誘いをするという行為（依頼者側）
は心理的負担が大きいと思われる。また、そ
の依頼や誘いに対して断る行為（依頼される
側）も心理的な負担が同じく大きいと思われ
る。この心理的な負担の大きい行為に対して
どのような要因が影響を与えるかを検討し
た。また、地方自治体が不登校支援を行うた
めのシステムを導入する際の課題について
検討を行った。これらの知見に関して、国内
学会や国際会議で発表を行った。 
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